
第
二
節
　
質
を
重
視
し
た
住
宅
整
備
等
の
展
開

一
　
住
宅
の
質
的
向
上
か
ら
良
好
な
住
環
境
の
形
成
へ

　
昭
和
四
十
一
（
一
九
六
六
）
年
に
制
定
さ
れ
た
「
住
宅
建
設
計
画
法
」
に
お
い
て
は
、
第
一
期
と
第
二
期
で
量
の
確
保
に
よ

る
住
宅
難
の
解
消
を
目
的
と
し
て
い
た
が
、
第
三
期
以
降
は
、
量
の
確
保
か
ら
質
の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
第
五
期
住
宅
建
設
五
箇
年
計
画
が
策
定
さ
れ
た
昭
和
六
十
一
年
以
降
は
、
地
価
高
騰
が
社
会
問
題
と
な
り
、
持
家
の
取
得
が

困
難
化
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
、
国
は
、
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
に
土
地
基
本
法
を
制
定
す
る
と
と
も
に
、
二

年
に
は
、
監
視
区
域
制
度
の
運
用
の
強
化
な
ど
の
土
地
取
引
規
制
、
金
融
機
関
に
対
す
る
土
地
関
連
融
資
の
規
制
、
地
価
税
、

土
地
評
価
制
度
の
見
直
し
と
い
っ
た
土
地
取
引
の
適
正
化
を
図
っ
た
。

　
市
街
地
の
再
開
発
を
行
う
た
め
の
事
業
と
し
て
は
、
昭
和
四
十
四
年
に
制
定
さ
れ
た
都
市
再
開
発
法
に
基
づ
く
法
定
の
市
街

地
再
開
発
事
業
以
外
に
、
五
十
九
年
に
は
民
間
主
導
型
の
任
意
の
再
開
発
事
業
を
対
象
と
し
て
優
良
再
開
発
建
築
物
整
備
促
進

事
業
制
度
が
創
設
さ
れ
、
平
成
六
年
度
に
優
良
建
築
物
等
整
備
事
業
と
し
て
制
度
改
編
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
昭
和
五
十
五
年
に
は
建
築
基
準
法
及
び
都
市
計
画
法
の
改
正
に
よ
り
、
地
区
計
画
制
度
が
創
設
さ
れ
た
。
地
区
計
画

制
度
は
、
住
民
参
加
に
よ
る
良
好
な
環
境
の
形
成
を
目
的
と
し
た
規
制
強
化
型
の
制
度
で
あ
り
、「
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
概

念
と
と
も
に
普
及
し
た
。
ま
た
、
地
区
計
画
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
三
年
に
高
度
利
用
を
目
的
と
し
た
規
制
緩
和
型
の
地
区

計
画
制
度
と
し
て
、
再
開
発
地
区
計
画
制
度
が
創
設
さ
れ
、
都
市
計
画
法
や
都
市
再
開
発
法
、
建
築
基
準
法
な
ど
の
弾
力
的
運
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用
に
よ
っ
て
、
大
規
模
な
工
場
跡
地
や
鉄
道
跡
地
な
ど
の
再
開
発
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

二
　
住
宅
建
設
五
箇
年
計
画

　
昭
和
四
十
一
年
に
制
定
さ
れ
た
「
住
宅
建
設
計
画
法
」
に
よ
り
、
住
宅
難
を
解
消
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
第
一
期
に
は

「
一
世
帯
一
住
宅
」
の
実
現
、
第
二
期
に
は
「
一
人
一
室
」
の
規
模
を
有
す
る
住
宅
の
建
設
、
第
三
期
に
は
居
住
水
準
目
標
が

設
定
さ
れ
た
。
第
三
期
に
お
け
る
居
住
水
準
目
標
の
設
定
に
お
い
て
は
、
昭
和
六
十
年
を
め
ど
に
全
て
の
国
民
が
最
低
居
住
水

準
を
確
保
、
五
十
五
年
末
ま
で
に
水
準
以
下
世
帯
の
お
お
む
ね
二
分
の
一
の
解
消
を
図
る
と
さ
れ
た
。

　
続
く
第
四
期
住
宅
建
設
五
箇
年
計
画
（
昭
和
五
十
六
〜
六
十
年
度
）
で
は
、
六
十
年
ま
で
に
全
て
の
世
帯
が
四
人
世
帯
で
五
〇

平
方
メ
ー
ト
ル
と
い
う
最
低
居
住
水
準
を
、
半
数
の
世
帯
が
四
人
世
帯
で
八
六
平
方
メ
ー
ト
ル
と
い
う
平
均
居
住
水
準
を
確
保

す
る
こ
と
が
目
標
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
低
水
準
の
住
環
境
の
解
消
及
び
良
好
な
住
環
境
の
確
保
を
目
的
と
し
て
住
環
境
水
準
が

設
定
さ
れ
た
。
お
お
む
ね
七
七
〇
万
戸
の
適
正
な
質
を
備
え
た
住
宅
の
建
設
が
目
標
と
さ
れ
、
六
一
〇
・
四
万
戸
が
建
設
さ
れ

た
。

　
兵
庫
県
に
お
い
て
は
、
目
標
と
す
る
建
設
戸
数
は
三
〇
万
戸
と
し
、
そ
の
内
訳
は
公
的
資
金
に
よ
る
住
宅
一
四
万
二
〇
〇
〇

戸
、
民
間
自
力
建
設
住
宅
一
五
万
八
〇
〇
〇
戸
で
あ
っ
た
。
実
績
と
し
て
は
、
公
的
資
金
に
よ
る
住
宅
が
一
三
万
二
二
五
三
戸
、

民
間
自
力
建
設
住
宅
が
一
二
万
四
一
七
四
戸
建
設
さ
れ
、
合
計
二
五
万
六
四
二
七
戸
（
達
成
率
八
五
・
五
％
）
が
建
設
さ
れ
た
。

昭
和
五
十
八
年
の
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
で
は
、
居
住
水
準
の
改
善
は
進
ん
だ
が
、
一
四
・
五
％
の
世
帯
が
水
準
未
満
で
あ
っ

た
。
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第
五
期
住
宅
建
設
五
箇
年
計
画
（
昭
和
六
十
一
年
度
〜
平
成
二
年
度
）
で
は
、
計

画
期
間
中
で
き
る
限
り
早
期
に
全
て
の
世
帯
が
最
低
居
住
水
準
を
確
保
す
る
こ
と
、

平
成
十
二
年
を
め
ど
に
半
数
の
世
帯
が
誘
導
居
住
水
準
を
確
保
す
る
こ
と
、
お
お

む
ね
六
七
〇
万
戸
建
設
す
る
こ
と
が
目
標
と
さ
れ
、
八
三
五
・
六
万
戸
（
達
成
率
：

一
二
四
・
七
％
）
が
建
設
さ
れ
た
。

　
兵
庫
県
に
お
い
て
は
、
目
標
と
す
る
建
設
戸
数
は
二
六
万
戸
と
し
、
そ
の
内
訳

は
公
的
資
金
に
よ
る
住
宅
一
三
万
二
〇
〇
〇
戸
、
民
間
自
力
建
設
住
宅
一
二
万
八

〇
〇
〇
戸
で
あ
っ
た
。
実
績
と
し
て
は
、
公
的
資
金
に
よ
る
住
宅
が
一
三
万
一
八

四
〇
戸
、
民
間
自
力
建
設
住
宅
が
二
〇
万
七
二
七
七
戸
建
設
さ
れ
、
合
計
三
三
万

九
一
一
七
戸
（
達
成
率：一
三
〇・四
％
）
が
建
設
さ
れ
た
。
昭
和
六
十
三
年
の
住
宅・

土
地
統
計
調
査
で
は
、
誘
導
居
住
水
準
（
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
対
応
す
る
た

め
に
必
要
と
考
え
ら
れ
る
住
宅
の
面
積
に
関
す
る
水
準
）
に
つ
い
て
は
四
四
・
一
％
の

世
帯
が
水
準
以
上
で
あ
っ
た
が
、
最
低
居
住
水
準
は
一
一
・
五
％
の
世
帯
が
水
準

未
満
で
あ
っ
た
。

　
第
六
期
住
宅
建
設
五
箇
年
計
画
（
平
成
三
〜
七
年
度
）
で
は
、
十
二
年
を
め
ど
に

全
国
で
半
数
の
世
帯
が
誘
導
居
住
水
準
を
達
成
す
る
、
大
都
市
地
域
に
重
点
を
置

い
て
最
低
居
住
水
準
未
満
の
世
帯
の
解
消
に
努
め
る
と
し
、
適
正
な
規
模
、
構
造
、

表30　住宅建設五箇年計画（第四期〜第六期）の達成状況等

期　　間 第四期（昭和56 〜 60年度） 第五期（昭和61〜平成2年度） 第六期（平成3〜 7年度）

区　　分 計画 実績 達成率
（％） 計画 実績 達成率

（％） 計画 実績 達成率
（％）

総建設戸数（戸） 300,000 256,427 86 260,000 339,117 130 285,000 400,294 141
公的施策住宅 142,000 132,253 93 132,000 131,840 100 150,000 196,506 131
公営住宅 16,000 10,658 67 11,700 9,305 80 11,700 19,401 166
改良住宅 3,500 2,549 73 2,800 1,626 58 2,000 2,189 110
公庫住宅 91,500 97,167 106 93,600 104,165 111 111,300 141,165 127
公団住宅 12,600 5,771 46 8,200 8,198 100 9,900 10,553 107
その他の公的住宅 18,400 16,108 88 15,700 8,546 54 12,100 11,852 98
特定優良賃貸住宅 ─ ─ ─ ─ ─ ─ 3,000 11,346 378
民間自力建設住宅 158,000 124,174 79 128,000 207,277 162 135,000 203,788 151

� （『ひょうご住宅五か年計画』を参照して作成）
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設
備
を
備
え
た
七
三
〇
万
戸
の
住
宅
を
建
設
す
る
こ
と
が
目
標
と
さ
れ
、
七
六
二
・
三
万
戸
（
達
成
率
：
一
〇
四
・
四
％
）
が
建

設
さ
れ
た
。

　
兵
庫
県
に
お
い
て
は
、
住
宅
三
〇
万
戸
作
戦
に
基
づ
き
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
各
段
階
、
居
住
地
の
特
性
に
応
じ
た
生
活
を

実
現
す
る
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
、
二
八
万
五
〇
〇
〇
戸
の
建
設
を
目
標
と
し
、
そ
の
内
訳
は
、
公
的
資
金
に
よ
る
住
宅
一
五
万
戸
、

民
間
自
力
建
設
住
宅
一
三
万
五
〇
〇
〇
戸
で
あ
っ
た
。
実
績
と
し
て
は
、
公
的
資
金
に
よ
る
住
宅
が
一
九
万
六
五
〇
六
戸
、
民

間
自
力
建
設
住
宅
が
二
〇
万
三
七
八
八
戸
建
設
さ
れ
、
合
計
四
〇
万
二
九
四
戸
（
達
成
率
：
一
四
一
％
）
が
建
設
さ
れ
た
。
平
成

五
年
の
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
で
は
、
誘
導
居
住
水
準
に
つ
い
て
は
四
〇
・
七
％
の
世
帯
が
水
準
以
上
で
あ
っ
た
が
、
最
低
居

住
水
準
は
八
・
三
％
の
世
帯
が
水
準
未
満
で
あ
っ
た
。

　
公
営
住
宅
の
建
設
戸
数
は
、
第
二
期
を
ピ
ー
ク
と
し
た
後
、
第
五
期
に
か
け
て
減
少
す

る
が
、
第
六
期
に
増
加
に
転
じ
て
い
る
。
第
六
期
に
お
い
て
は
、
県
営
住
宅
六
三
八
六
戸
、

市
町
営
住
宅
一
万
一
五
五
二
戸
と
い
っ
た
よ
う
に
第
五
期
の
約
二
倍
の
戸
数
が
供
給
さ
れ

て
い
る
。
県
営
住
宅
に
つ
い
て
は
高
齢
化
に
対
応
す
る
た
め
、「
高
齢
者
向
け
住
宅
整
備

六
倍
増
作
戦
」
に
基
づ
い
て
、
平
成
二
年
度
か
ら
、
手
す
り
の
設
置
や
一
階
共
用
部
へ
の

ス
ロ
ー
プ
の
設
置
な
ど
、高
齢
者
の
生
活
に
配
慮
し
た
「
い
き
い
き
県
営
住
宅
整
備
事
業
」

を
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実
施
し
、
四
年
度
か
ら
は
全
住
戸
を
こ
の
仕
様
に
よ
り
供
給
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
標
準
世
帯
向
け
の
民
間
賃
貸
住
宅
が
不
足
し
て
い
る
状
況
に
対
し
て
、
県
で
は

図 36　ひょうご 100 年住宅のイメージ図
� （『ニューひょうご』より引用）
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特
定
優
良
賃
貸
住
宅
制
度
を
活
用
し
た

「
ひ
ょ
う
ご
県
民
住
宅
制
度
」
を
創
設

し
、
賃
貸
住
宅
の
建
設
費
の
一
部
を
補

助
す
る
と
と
も
に
、
一
定
期
間
入
居
者

の
負
担
能
力
に
応
じ
た
家
賃
の
助
成
を

し
て
い
る
。
こ
の
制
度
で
は
、
①
特
定

公
共
賃
貸
住
宅
と
し
て
県
が
直
接
供
給

す
る
方
式
、
②
知
事
の
認
定
を
受
け
て

住
宅
供
給
公
社
が
直
接
供
給
す
る
方
式
、

③
民
間
の
賃
貸
住
宅
を
住
宅
供
給
公
社

等
が
借
り
上
げ
る
方
式
な
ど
に
よ
り
、

賃
貸
住
宅
が
供
給
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
従
来
の
フ
ロ
ー
型
の
住
宅

建
設
か
ら
、
長
期
に
わ
た
っ
て
良
好
な
社
会
資
産
と
し
て
の
住
宅
ス
ト
ッ
ク
を
維
持

し
て
い
く
方
向
へ
の
転
換
を
目
指
し
て
、「
ひ
ょ
う
ご
一
〇
〇
年
住
宅
」
が
提
案
さ

れ
た
。
こ
れ
は
、
一
〇
〇
年
間
を
見
据
え
た
「
高
い
居
住
水
準
」「
高
耐
久
性
」「
維

持
管
理
の
容
易
性
」「
居
住
者
ニ
ー
ズ
対
応
」
に
応
え
る
た
め
の
内
容
・
仕
様
を
満

表31　兵庫県における住宅数の動向

年 総住宅数
人の

居住する
住宅数

住宅の所有関係 一世帯
当たり
住宅数

一住宅
当たり
居住室数

一住宅
当たり
畳数

一住宅
当たり
延床面積

一人
当たり
畳数持家 借家 民間借家 公的借家 給与住宅

戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 室 畳 ㎡ 畳
昭和33.10.1 797,000 768,000 483,000 284,000 197,000 30,000 57,000 0.98 3.80 18.60 ─ 4.20
　　38 974,000 931,000 517,000 413,900 296,300 43,300 74,300 0.99 3.97 20.05 73.67 4.79
　　43 1,200,500 1,123,700 569,300 554,400 394,100 70,100 90,200 1.03 3.90 20.41 69.83 5.36
　　48 1,428,200 1,299,900 678,400 621,500 436,400 95,000 90,300 1.07 4.24 22.78 74.33 6.40
　　53 1,615,300 1,440,700 802,900 636,700 419,800 125,200 91,700 1.10 4.61 25.80 77.22 7.49
　　58 1,738,100 1,527,400 909,900 615,600 391,800 142,700 81,100 1.12 4.85 27.68 83.47 8.29
　　63 1,862,700 1,632,300 983,100 624,000 401,300 159,800 63,000 1.13 5.01 30.00 87.07 9.33
平成� 5 2,019,400 1,780,800 1,064,900 699,500 446,600 166,000 86,900 1.12 4.99 30.95 90.46 10.23

� （『住宅年報』を参照して作成）
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た
す
も
の
で
あ
り
、
平
成
九
年
に
そ
の
先
導
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
「
サ
ン
ラ
イ
フ
三
田
」
が
建
設
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
て
戦
後
の
住
宅
難
の
時
代
を
脱
し
、
住
宅
政
策
が
量
か
ら
質
に
転
換
さ
れ
る
中
、
昭
和
四
十
三
年
に
一
世
帯
当
た
り

の
住
宅
数
が
一
・
〇
三
戸
と
な
っ
た
後
、
平
成
五
年
に
は
一
住
宅
当
た
り
の
居
住
室
数
は
四
・
九
九
、
延
床
面
積
は
九
〇
・
四

六
平
方
メ
ー
ト
ル
と
な
り
、
住
宅
の
質
の
向
上
が
実
現
し
て
い
る
。

　
昭
和
五
十
五
年
〜
平
成
六
年
に
お
け
る
兵
庫
県
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数
に
つ
い
て
は
、
景
気
拡
大
の
中
、
地
価
が
異
常
に
上

昇
し
、
い
わ
ゆ
る
バ
ブ
ル
経
済
に
お
い
て
地
価
が
最
も
高
騰
し
た
昭
和
六
十
二
年
に
は
約
七
万
戸
程
度
ま
で
に
増
加
し
た
が
、

バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
し
た
平
成
三
年
に
は
四
万
九
五
〇
〇
戸
ま
で
減
少
し
た
。
し
か
し
、
平
成
四
年
以
降
は
増
加
に
転
じ
、
六

年
に
は
六
万
八
一
〇
〇
戸
に
ま
で
回
復
し
た
。
平
成
三
年
と
六
年
に
お
け
る
新
設
住
宅
の
内
訳
を
み
る
と
、
持
ち
家
は
分
譲
住

宅
と
貸
家
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

三
　
地
価
の
高
騰
と
住
宅
着
工
の
動
向

地
価
高
騰

の
状
況

全
国
市
街
地
価
格
指
数
（
全
用
途
平
均
）
の
推
移
動
向
に
よ
れ
ば
、
地
価
の
上
昇
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
年
の

高
度
経
済
成
長
期
に
お
け
る
上
昇
、
四
十
年
代
の
列
島
改
造
ブ
ー
ム
で
の
投
機
的
需
要
の
増
大
に
よ
る
上
昇
、

六
十
年
代
の
東
京
都
心
の
商
業
地
で
の
需
要
拡
大
が
全
国
に
波
及
し
た
バ
ブ
ル
期
に
お
け
る
上
昇
と
い
う
三
度
の
上
昇
期
が

あ
っ
た
。
一
方
、
地
価
の
下
落
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
八
年
の
第
一
次
石
油
危
機
に
伴
う
不
況
、
平
成
四
年
以
降
の
バ
ブ
ル

崩
壊
後
の
長
期
的
な
調
整
と
い
う
二
度
の
下
落
期
が
あ
っ
た
。

　
兵
庫
県
の
住
宅
地
の
変
動
率
を
み
る
と
、
昭
和
六
十
一
年
度
の
一
・
七
％
が
、
六
十
二
年
度
に
三
・
七
％
、
六
十
三
年
度
に
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一
四
・
一
％
、
平
成
元
年
に
は
一
六
・
七
％
、
二
年
に
は
二
七
・
五
％
と
急
激
に

上
昇
し
た
後
、
三
年
は
マ
イ
ナ
ス
〇
・
一
％
、
四
年
は
マ
イ
ナ
ス
九
・
一
％
ま
で

下
落
す
る
。
商
業
地
に
お
い
て
も
住
宅
地
と
同
様
に
、
平
成
二
年
に
二
七
・
五
％

に
ま
で
急
激
に
上
昇
し
た
後
、
五
年
に
は
マ
イ
ナ
ス
九
・
七
％
に
ま
で
下
落
し
て

い
る
。

　
地
価
の
動
向
を
地
域
別
に
見
て
み
る
と
、平
成
二
年
の
地
価
変
動
率
は
、神
戸・
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阪
神
で
三
八
・
六
％
、
東
播
磨
で
三
九
・
五
％
な
ど
都

市
部
で
は
非
常
に
高
い
数
値
で
あ
っ
た
（
県
平
均
は
二

七
・
五
％
）
が
、
二
年
後
の
四
年
に
は
、
県
平
均
が
マ

イ
ナ
ス
九
・
一
％
で
あ
る
と
こ
ろ
、
神
戸
・
阪
神
で
マ

イ
ナ
ス
二
一・九
％
、
東
播
磨
も
マ
イ
ナ
ス
二
一・九
％

と
都
市
部
で
変
動
率
が
急
激
に
下
落
し
て
い
る
。

地
価
高
騰
対

策
の
展
開

バ
ブ
ル
期
の
地
価
高
騰
は
、
東
京
圏

で
「
地
上
げ
」「
土
地
転
が
し
」
な
ど
、

経
済
問
題
を
越
え
て
社
会
問
題
と
な
っ
た
。
東
京
都
で

は
昭
和
六
十
一
年
九
月
か
ら
国
土
法
に
よ
る
土
地
取
引

事
前
届
出
の
対
象
を
引
き
下
げ
る
な
ど
の
対
応
を
始
め

た
。
大
阪
圏
（
大
阪
府
、
京
都
府
、
兵
庫
県
、
奈
良
県
）、

名
古
屋
圏
（
愛
知
県
、
三
重
県
）
に
お
い
て
も
、
翌
六
十

二
年
か
ら
価
格
水
準
の
高
い
住
宅
地
等
が
大
幅
に
上
昇

し
、
六
十
二
年
半
ば
以
降
、
国
に
よ
る
地
価
抑
制
に
向
け
た
動
き
が
本
格
化
し
た
。
昭
和
六
十
二
年
六
月
、
国
土
利
用
計
画
法

が
一
部
改
正
さ
れ
、
地
価
の
監
視
区
域
が
導
入
さ
れ
た
。
知
事
等
が
、
地
価
が
急
激
に
上
昇
し
、
又
は
そ
の
お
そ
れ
の
あ
る
区

域
を
指
定
し
、
規
則
で
届
出
対
象
面
積
を
引
き
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
た
。
県
は
、
中
央
区
、
灘
区
、
東
灘
区
を
監

　　　 表32　住宅地の地域別変動率の推移（兵庫県地価調査）� （％）

年・
地域

神戸・
阪神 東播磨 中播磨 西播磨 但馬 丹波 淡路 県平均

昭和53 4.8 3.7 3.8 2.3 2.4 3.3 3.3 4.0
54 11.8 6.9 6.8 3.9 3.7 3.7 7.2 8.0
55 14.0 9.6 9.8 6.8 7.5 8.7 8.6 10.8
56 12.1 9.2 9.4 6.1 7.9 7.4 8.6 9.9
57 8.4 7.4 8.1 5.3 7.8 8.8 6.1 7.9
58 4.4 4.9 5.8 3.7 5.2 4.7 4.4 4.8
59 3.0 3.2 3.7 2.6 3.0 2.9 4.0 3.2
60 1.9 2.2 3.0 2.2 2.4 2.2 4.3 2.4
61 1.3 1.4 2.3 1.6 1.3 2.6 2.8 1.7
62 7.6 1.1 1.8 0.5 0.4 1.8 3.6 3.7
63 33.8 3.4 2.1 1.1 0.9 2.7 5.8 14.1

平成元 36.4 11.9 3.3 2.3 1.3 3.6 10.8 16.7
2 38.6 39.5 17.3 8.6 2.0 15.7 26.0 27.5
3 △11.8 △5.4 11.7 7.1 3.6 14.7 1.7 △0.1
4 △21.9 △21.9 △0.2 △0.6 2.4 △0.2 △2.7 △9.1
5 △15.9 △2.3 △0.3 △0.1 1.9 1.0 △2.3 △6.5
6 △5.5 △0.4 0.2 0.4 1.4 0.6 △0.3 △2.0
7 △3.7 △0.1 0.4 0.6 1.2 0.5 △1.3 △1.3

� （『兵庫の都市と住宅』を参照して作成）
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視
区
域
と
し
た
神
戸
市
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
、
昭
和
六
十
三
年
一
月
か
ら
、
尼
崎
市
、
西
宮
市
、
芦
屋
市
の
三
市
を
監
視
区
域

と
し
、
三
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
土
地
取
引
を
届
出
対
象
と
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
価
格
指
導
な
ど
の
対
応
を
行
っ
た
。

ま
た
、
同
年
四
月
か
ら
伊
丹
市
、
宝
塚
市
、
川
西
市
を
、
同
年
九
月
か
ら
淡
路
島
一
市
一
〇
町
を
、
平
成
元
年
一
二
月
か
ら
明

石
市
、
加
古
川
市
も
指
定
し
、
監
視
区
域
を
拡
大
し
た
。

　
昭
和
六
十
二
年
十
月
に
、
臨
時
行
政
改
革
推
進
審
議
会
は
「
当
面
の
地
価
等
土
地
対
策
に
関
す
る
答
申
」
を
発
表
し
た
。
こ

れ
を
受
け
、
政
府
は
「
緊
急
土
地
対
策
要
綱
」
を
閣
議
決
定
し
、
監
視
区
域
制
度
の
機
動
的
運
用
の
ほ
か
に
、
不
動
産
業
者
や

金
融
機
関
に
対
す
る
指
導
の
徹
底
を
図
る
こ
と
と
し
た
。
そ
し
て
、
よ
り
根
本
的
な
土
地
政
策
の
理
念
を
樹
立
す
べ
き
と
の
観

点
か
ら
、
平
成
元
年
一
二
月
に
土
地
基
本
法
が
制
定
さ
れ
た
。
土
地
基
本
法
は
、
土
地
に
つ
い
て
の
公
共
の
福
祉
の
優
先
、
適

正
な
利
用
及
び
計
画
に
従
っ
た
利
用
、
投
機
的
取
引
の
抑
制
、
価
値
の
増
加
に
伴
う
利
益
に
応
じ
た
適
切
な
負
担
と
い
う
基
本

理
念
、
及
び
国
、
地
方
公
共
団
体
の
責
務
が
規
定
さ
れ
た
。

　
兵
庫
県
は
平
成
二
年
度
か
ら
土
地
政
策
局
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
知
事
を
本
部
長
と
す
る
「
ひ
ょ
う
ご
土
地
対
策
推
進
本

部
」
を
設
置
し
た
。
同
年
度
に
「
ひ
ょ
う
ご
緊
急
土
地
対
策
’90
」、
翌
三
年
度
に
「
ひ
ょ
う
ご
総
合
土
地
対
策
」
を
定
め
、
総

合
的
な
土
地
政
策
の
企
画
、
土
地
利
用
規
制
の
総
合
調
整
、
土
地
供
給
対
策
の
推
進
、
土
地
取
引
の
指
導
強
化
な
ど
、
実
効
あ

る
土
地
政
策
を
図
っ
た
。
特
に
、
平
成
二
年
四
月
か
ら
神
戸
市
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
、
地
価
の
監
視
区
域
を
拡
大
し
西
播
磨
西

部
を
除
く
太
平
洋
沿
岸
一
帯
一
四
市
一
三
町
を
対
象
と
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
国
及
び
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
監
視
区
域
制
度
の
運
用
の
強
化
な
ど
の
土
地
取
引
規
制
、
金
融
機
関
に
対
す
る

土
地
関
連
融
資
の
規
制
、
地
価
税
、
土
地
評
価
制
度
の
見
直
し
な
ど
に
よ
り
、
土
地
取
引
の
適
正
化
が
図
ら
れ
、
地
価
高
騰
も
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沈
静
化
に
向
か
い
、
兵
庫
県
で
は
平
成
七
年
三
月
に
、
神
戸
市
で
は
翌
年
一
月
に
監
視
区
域
の
指
定
を
県
内
全
域
で
解
除
し
た
。

四
　
郊
外
住
宅
の
開
発

ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
の
開
発

こ
の
時
期
に
は
、
明
石
舞
子
団
地
、
須
磨
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
な
ど
の
大
規
模
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
続
き
、
新
住
宅

市
街
地
開
発
法
に
よ
り
、
西
神
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
（
西
神
住
宅
団
地
（
西
神
中
央
）、
西
神
住
宅
第
二
団
地
（
西
神
南
）、

神
戸
研
究
学
園
都
市
）、
神
戸
三
田
国
際
公
園
都
市
に
お
け
る
北
摂
三
田
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
（
フ
ラ
ワ
ー
タ
ウ
ン
、
ウ
ッ
デ
ィ
タ
ウ
ン
、

カ
ル
チ
ャ
ー
タ
ウ
ン
）、
西
宮
名
塩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
（
創
造
の
丘
ナ
シ
オ
ン
）
な
ど
が

開
発
さ
れ
た
。

　
新
住
宅
市
街
地
開
発
法
に
よ
ら
な
い
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
つ
い
て
は
、
神
戸
市
の

北
区
で
は
、
神
戸
三
田
国
際
公
園
都
市
に
お
け
る
鹿
子
台
、
赤
松
台
・
上
津
台
、

藤
原
台
の
他
、興
人
山
の
街
、山
の
街
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、西
区
で
は
、西
神
戸
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
で
開
発
が
進
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
西
宮
市
で
は
武
庫
川
、
宝
塚
市
で
は
宝

塚
中
山
台
、
川
西
市
で
は
多
田
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
が
開
発
さ
れ
た
ほ
か
、
西
播
磨

で
は
播
磨
科
学
公
園
都
市
の
開
発
が
進
め
ら
れ
た
。

〔
西
神
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
〕

　
西
神
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
、
西
神
住
宅
団
地
、
西
神
住
宅
第
二
団
地
、
神
戸
研
究

学
園
都
市
と
い
う
三
つ
の
地
区
と
、
西
神
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
パ
ー
ク
、
神
戸
ハ
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イ
テ
ク
パ
ー
ク
、
神
戸
流
通
セ
ン
タ
ー
、
神
戸
テ
ク
ノ
・
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ッ
ク
パ
ー
ク
と
い
う
四
つ
の
産
業
団
地
の
合
計
七
つ
の
地
区
が

計
画
さ
れ
た
。

　
西
神
住
宅
団
地
は
、「
自
然
と
暮
ら
し
の
美
し
い
調
和
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
、「
住
み
、
働
き
、
学
び
、
憩
う
」
と
い
う
職
住
近
接
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
な
が
ら
開
発
が
進
め
ら
れ
た
。

　
西
神
住
宅
第
二
住
宅
団
地
は
、
文
化
環
境
保
全
区
域
の
一
部
を
含

ん
だ
地
区
公
園
を
中
心
と
し
て
緑
豊
か
な
住
環
境
が
形
成
さ
れ
る
と

と
も
に
、
ま
ち
か
ど
施
設
計
画
や
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
計
画
が
導
入
さ

れ
た
。

　
神
戸
研
究
学
園
都
市
は
、
研
究
・
教
育
施
設
の
あ
る
「
学
研
の
エ
リ
ア
」、「
住
環
境
の
エ
リ
ア
」、
市
民
と
学
生
が
交
流
し

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
を
図
る
「
や
す
ら
ぎ
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
エ
リ
ア
」
と
い
う
二
つ
の
エ
リ
ア
に
よ
り
開
発
が
進
め
ら
れ
た
。

〔
神
戸
三
田
国
際
公
園
都
市
〕

　
神
戸
三
田
国
際
公
園
都
市
は
、
昭
和
四
十
年
頃
か
ら
北
摂
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
し
て
構
想
さ
れ
た
。
北
摂
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
開

発
構
想
は
、大
都
市
の
近
郊
住
宅
地
、阪
神
の
工
業
機
能
分
散
基
地
、三
田
市
を
中
心
と
し
た
地
域
整
備
と
い
う
三
つ
の
ビ
ジ
ョ

ン
に
基
づ
き
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
型
の
住
宅
地
開
発
で
は
な
く
、
職
住
近
接
型
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
目
指
し
た
開
発
で
あ
っ
た
。

多
く
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
主
と
し
て
住
宅
か
ら
構
成
さ
れ
る
住
宅
地
区
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
、
北
摂
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
は
、

表33　西神ニュータウン事業計画

団地名 事業年度 計画面
積（ha）

計画戸
数（戸）

計画人
口（人）

西神住宅団地 昭和46 〜平成24 634 18,000 61,000
西神住宅第2団地 昭和55 〜平成27 342 11,200 35,000
神戸研究学園都市 昭和55 〜平成22 303 6,700 20,000
� （「全国のニュータウンリスト」より作成）

写真 63　西神ニュータウン（神戸市提供）
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職
場
と
し
て
の
工
業
地
区
を
備
え
た
新
し
い
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
構
想
さ
れ
た
。
市
街
地
か
ら
離
れ
た
従
来
の
開
発
に
対
し
て
、

既
成
市
街
地
の
蓄
積
を
発
展
さ
せ
る
形
で
市
街
化
を
図
る
開
発
が
目
指
さ
れ
た
。

　
神
戸
三
田
国
際
公
園
都
市
は
、三
田
市
に
あ
る
北
摂
三
田
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
（
フ
ラ
ワ
ー
タ
ウ
ン
、ウ
ッ
デ
ィ
タ
ウ
ン
、カ
ル
チ
ャ
ー

タ
ウ
ン
、
工
業
団
地
で
あ
る
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
）、
神
戸
市
に
あ
る
神
戸
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
（
鹿
の
子
台
、
上
津
台
、
赤
松
台
）、
藤
原
台

か
ら
構
成
さ
れ
る
。
北
摂
三
田
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
、新
市
街
地
開
発
事
業
に
よ
り
開
発
さ
れ
、フ
ラ
ワ
ー
タ
ウ
ン
と
カ
ル
チ
ャ
ー

タ
ウ
ン
は
兵
庫
県
が
、
ウ
ッ
デ
ィ
タ
ウ
ン
と
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
は
、
住
宅
・
都
市
整
備
公
団
が
開
発
し
た
。

　
北
摂
三
田
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
、
昭
和
四
十
五
年
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
て
い
た
当
初
は
、
高
度
成
長
の
終
え
ん
に
よ
る
住
宅

地
需
要
の
鈍
化
を
踏
ま
え
、
南
地
区
（
フ
ラ
ワ
ー
タ
ウ
ン
）

は
五
十
七
年
の
第
四
回
都
市
計
画
変
更
に
て
計
画
戸
数
九

〇
〇
〇
戸
・
計
画
人
口
三
万
四
〇
〇
〇
人
と
し
て
再
計
画

さ
れ
た
。
西
地
区
（
カ
ル
チ
ャ
ー
タ
ウ
ン
）
は
、
昭
和
六
十

一
年
の
第
五
回
都
市
計
画
変
更
に
て
、
五
十
七
年
の
「
北

摂
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
学
園
構
想
」
に
基
づ
き
関
西
学
院
大
学

の
西
地
区
へ
の
進
出
が
表
明
さ
れ
、
北
側
に
学
園
地
区
が

設
定
さ
れ
た
こ
と
を
背
景
と
し
て
、
計
画
戸
数
一
六
〇
〇

戸
・
計
画
人
口
六
〇
〇
〇
人
と
し
て
再
計
画
さ
れ
た
。
さ

ら
に
、
中
央
地
区
（
ウ
ッ
デ
ィ
タ
ウ
ン
）
は
、
住
宅
地
需
要

表34　神戸三田国際公園都市事業計画

団地名 事業年度 計画面
積（ha）

計画戸
数（戸）

計画人
口（人）

藤原台 昭和52 〜平成11 281 6,950 26,600
神戸リサーチパーク

鹿の子台 昭和54 〜平成12 221 4,200 15,100

神戸リサーチパーク
赤松台・上津台 昭和63 〜平成14 277 3,300 12,000

フラワータウン・
カルチャータウン 昭和46 〜平成26 487 10,442 40,000

ウッディタウン 昭和48 〜平成20 587 13,000 48,000
� （「全国のニュータウンリスト」より作成）

写真64　神戸三田国際公園都市
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の
変
化
や
複
合
機
能
的
な
都
市
づ
く
り
を
踏
ま
え
て
、
平
成
元
年
の
修
正
基
本
計
画
に
て
計
画
戸
数
一
万
三
〇
〇
〇
戸
・
計
画

人
口
四
万
八
〇
〇
〇
人
と
し
て
再
計
画
さ
れ
た
。

　
フ
ラ
ワ
ー
タ
ウ
ン
は
、
最
も
早
く
昭
和
五
十
六
年
に
入
居
が
開
始
さ
れ
、
セ
ン
タ
ー
ゾ
ー
ン
に
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
、
ホ
テ
ル
、
市
民
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、「
二
一
世
紀
公
園
都
市
博
覧
会
」
の
会
場
と
な
っ
た
ホ
ロ
ン
ピ
ア
館
が
、
兵
庫
県

立
人
と
自
然
の
博
物
館
と
し
て
整
備
さ
れ
た
。
カ
ル
チ
ャ
ー
タ
ウ
ン
は
、
住
宅
ゾ
ー
ン
、
学
園
ゾ
ー
ン
、
地
区
セ
ン
タ
ー
ゾ
ー

ン
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
住
宅
ゾ
ー
ン
は
、
県
産
木
材
の
在
来
工
法
に
よ
る
住
宅
が
建
設
さ
れ
て
い
る
兵
庫
村
と
、
ア
メ
リ

カ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
州
産
の
木
材
・
住
宅
部
材
を
使
用
し
た
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
工
法
に
よ
る
住
宅
が
建
設
さ
れ
て
い
る
ワ
シ
ン
ト

ン
村
と
い
う
個
性
的
な
テ
ー
マ
を
掲
げ
た
テ
ー
マ
タ
ウ
ン
と
呼
ぶ
べ
き
開
発
が
現
れ
た
。
ウ
ッ
デ
ィ
タ
ウ
ン
は
昭
和
六
十
二
年

に
入
居
が
開
始
さ
れ
、
平
成
八
年
に
は
地
区
内
に
南
ウ
ッ
デ
ィ
タ
ウ
ン
駅
と
ウ
ッ
デ
ィ
タ
ウ
ン
中
央
駅
が
開
設
さ
れ
た
こ
と
で
、

大
規
模
商
業
施
設
や
ホ
テ
ル
等
が
開
業
し
た
。
住
宅
に
つ
い
て
は
、
セ
ン
タ
ー
ゾ
ー
ン
の
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
パ
ー
ク
を
囲
む
よ
う

に
四
つ
の
住
区
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
神
戸
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
は
、
鹿
の
子
台
、
上こ
う
津づ

台だ
い
、
赤
松
台
の
三
区
域
か
ら
構
成
さ
れ
、
藤
原
台
を
含
め
て
、
住
宅
・
都
市

整
備
公
団
が
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
り
開
発
し
た
。
鹿
の
子
台
は
住
宅
地
及
び
業
務
施
設
の
誘
致
、
上
津
台
は
住
宅
地
及
び

商
業
、
文
化
施
設
の
整
備
、
赤
松
台
は
生
産
・
流
通
・
業
務
施
設
の
整
備
と
、
そ
れ
ぞ
れ
複
合
機
能
都
市
を
目
指
し
て
開
発
さ

れ
て
い
る
。

　
神
戸
三
田
国
際
公
園
都
市
は
、
社
会
情
勢
や
住
宅
需
要
の
変
化
の
中
で
数
次
に
わ
た
り
土
地
利
用
計
画
が
変
更
さ
れ
、
そ
の

過
程
で
公
園
都
市
の
理
念
が
導
き
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
新
た
な
都
市
づ
く
り
の
方
向
を
示
す
た
め
に
、
昭
和
六
十
三
年
四
月
か
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徴
を
有
し
て
、
総
面
積
二
〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
工
業
出
荷
予
定
額
六
五
〇
〇
億
円
と
い
う
規
模
で
昭
和
五
十
九
年
に
地
域
指

定
の
後
、
六
十
年
に
国
の
承
認
を
受
け
て
翌
年
に
起
工
式
に
至
っ
た
。

　
播
磨
科
学
公
園
都
市
は
、「
時
間
と
と
も
に
成
長
す
る
森
の
中
の
都
市
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、建
築
デ
ザ
イ
ン・修
景
緑
化・

サ
イ
ン
・
照
明
計
画
等
を
定
め
た
「
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
い
て
整
備
さ
れ
た
。
平
成
五
年
に
研
究
者

や
企
業
の
研
究
者
を
対
象
と
し
た
賃
貸
住
宅
で
あ
る
「
オ
プ
ト
ハ
イ
ツ
」
四
〇
戸
、
七
年
に
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
と
し
て
「
サ

ン
ラ
イ
フ
光
都
」
九
九
戸
、
九
年
に
「
オ
プ
ト
ヒ
ル
ズ
」
八
八
戸
が
建
設
さ
れ
た
。
ま
た
、
戸
建
住
宅
地
で
あ
る
「
光
都
21
」

で
は
、
平
成
七
年
に
第
一
期
、
八
年
に
第
二
期
の
分
譲
が
開
始
さ
れ
た
。

ら
八
月
に
か
け
て
、
二
一
世
紀
公
園
都
市
博
覧
会
と
と
も
に
、
そ
の
期
間

中
に
「
都
市
ア
メ
ニ
テ
ィ
ひ
ょ
う
ご
国
際
会
議
」
が
開
催
さ
れ
た
。

〔
播
磨
科
学
公
園
都
市
〕

　
播
磨
科
学
公
園
都
市
は
、「
人
と
自
然
と
科
学
が
調
和
す
る
高
次
元
機

能
都
市
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、
西
播
磨
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
開
発
計
画
に
基

づ
き
、
新
宮
町
（
現
た
つ
の
市
）、
上
郡
町
、
三
日
月
町
（
現
佐
用
町
）
に

広
が
る
丘
陵
地
に
お
い
て
、
昭
和
六
十
一
年
か
ら
整
備
さ
れ
た
。
科
学
技

術
都
市
、
国
際
交
流
都
市
、
公
園
景
観
都
市
、
医
療
健
康
都
市
と
い
う
特

表35　播磨科学公園都市事業計画

事業年度 計画面積
（ha）

計画戸数
（戸）

計画人口
（人）

昭和60〜平成35 2,010 7,500 25,000
� （「全国のニュータウンリスト」より作成）

写真65　播磨科学公園都市
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五
　
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の
開
発

　
昭
和
四
十
年
代
の
前
半
か
ら
始
ま
っ
た
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の
開
発
は
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
も
継
続
さ
れ
た
。
旧
湊
川

貨
物
駅
跡
地
を
含
む
約
二
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
区
域
で
は
、
民
間
事
業
コ
ン
ペ
を
導
入
し
て
神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
が
整
備
さ
れ

た
。「
海
に
つ
な
が
る
文
化
都
心
の
創
造
」
を
テ
ー
マ
に
昭
和
六
十
年
に
着
工
し
、
平
成
四
年
に
完
成
し
た
。
隣
接
す
る
メ
リ

ケ
ン
パ
ー
ク
で
も
昭
和
六
十
二
年
に
緑
地
や
博
物
館
、
ホ
テ
ル
が
整
備
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
西
宮
浜
、
甲
子
園
浜
、
南
芦
屋
浜
で
は
新
た
な
土
地
利
用
計
画
に
基
づ
く
埋
立
て
が
再
開
さ
れ
た
。
西
宮
浜
は
産
業

団
地
と
し
て
分
譲
さ
れ
る
と
と
も
に
、
平
成
二
年
に
「
西
宮
マ
リ
ナ
シ
テ
ィ
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、
公
共
マ
リ
ー
ナ
が
七
年
に

完
成
し
た
。
甲
子
園
浜
は
下
水
道
処
理
場
が
立
地
し
た
ほ
か
、
一
部
が
県
立
甲
子
園
浜
海
浜
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
た
。
南
芦

屋
浜
で
は
昭
和
六
十
三
年
に
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
、
民
間
マ
リ
ー
ナ
を
核
と
し
た
住
宅
、
商

業
、
文
化
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
有
す
る
海
上
都
市
が
計
画
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
平
成

七
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
後
、
住
宅
を
含
め
た
ま
ち
づ
く
り
へ
と
計
画
変
更
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、
姫
路
市
で
は
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
飾
磨
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
整
備
が
事
業
化
さ
れ
、

洲
本
市
で
は
昭
和
六
十
三
年
か
ら
内
港
の
埋
立
地
と
鐘
紡
工
場
跡
地
を
合
わ
せ
た
一
二
・
五
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
で
、
洲
本
新
都
心
整
備
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。

〔
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
〕

　
昭
和
四
十
一
年
か
ら
事
業
が
開
始
さ
れ
た
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
で
は
、
四
十
八
年
の
神
戸

写真 66　ポートアイランド（昭和 61 年）
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フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
宣
言
、
五
十
七
年
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
宣
言
と
い
う
神
戸
市

に
よ
る
二
つ
の
都
市
宣
言
に
基
づ
き
、
前
年
の
ポ
ー
ト
ピ
ア
’81
の
跡
地
を
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
タ
ウ
ン
と
し
て
整
備
し
、
多
く
の
関
連
企
業
や
施
設
を
誘
致
す
る
と
と
も
に
、
国
際

交
流
施
設
で
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
誘
致
を
積
極
的
に
行
っ
た
。
昭
和
六
十
一
年
か
ら
は
、

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
約
三
九
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
第
二
期
工
事
が
開
始
さ
れ
、
国

際
化
、
情
報
化
な
ど
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
施
設
の
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。

〔
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
〕

　
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
は
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
次
ぐ
、
第
二
の
海
上
文
化
都
市
と
し

て
、「
船
舶
の
大
型
化
、
物
流
シ
ス
テ
ム
の
多
様
化
に
対
応
す
る
近
代
的
な
港
湾
機
能
」

「
高
度
情
報
化
、
国
際
化
に
対
応
し
た
住
宅
・
業
務
・
商
業
・
教
育
・
文
化
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
機
能
」
を
備
え
た
多
種
機
能
型
複
合
都
市
を
目
指
し
て
計
画
さ
れ
、
昭
和
四
十

七
年
に
着
工
、
平
成
四
年
に
竣
工
し
た
。「
海
の
手
六
甲
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
民
間
企

業
グ
ル
ー
プ
が
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
（
昭
和
六
十
三
年
入
居
開
始
）
の
開
発
を
手
掛

け
、
面
積
は
五
八
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
計
画
戸
数
八
〇
〇
〇
戸
、
計
画
人
口
三
万
人
で
、

周
辺
部
に
は
埠
頭
用
地
、
港
湾
関
連
施
設
が
配
置
さ
れ
、
中
央
部
に
は
、
住
宅
、
業
務・

商
業
施
設
、
文
化
・
教
育
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
が
整
備
さ
れ
た
。

〔
神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
〕

写真 67　 六甲アイランド（平成５年） 
（神戸市提供）

写真 68　 神戸ハーバーランド 
（平成５年）
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神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
は
、
旧
湊
川
貨
物
駅
跡
地
を
含
む
二
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
区
域
に
、
就
業
人
口
一
万
五
〇
〇
〇
人
、
居

住
人
口
三
〇
〇
〇
人
の
ま
ち
を
整
備
す
る
事
業
で
あ
り
、
昭
和
六
十
年
に
着
工
、
平
成
四
年
に
竣
工
し
た
。「
海
に
つ
な
が
る

文
化
都
市
の
創
造
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
運
河
の
整
備
や
煉
瓦
倉
庫
の
再
生
を
は
じ
め
、
業
務
・
商
業
・
文
化
・
情
報
、
福
祉
・

教
育
・
住
宅
関
連
の
施
設
が
整
備
さ
れ
た
。

六
　
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

イ
ン
ナ
ー
シ

テ
ィ
対
策

神
戸
市
や
尼
崎
市
で
は
、
既
成
市
街
地
に
お
け
る
人
口
や
企
業
の
流
出
に
伴
い
、
地
域
の
活
力
が
衰
退
・
低

下
し
、
地
域
経
済
・
社
会
・
土
地
利
用
上
の
問
題
が
顕
在
化
し
て
い
た
（
い
わ
ゆ
る
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
問
題
）。
こ

の
た
め
、
昭
和
五
十
年
代
か
ら
、
様
々
な
市
街
地
再
開
発
事
業
や
住
環
境
整
備
事
業
を
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
対
策
と
し
て
展
開
し

た
。
神
戸
市
は
平
成
元
年
に
「
神
戸
市
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
総
合
整
備
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
尼
崎
市
で
は
翌
年
に
「
南
部
臨

海
地
域
整
備
構
想
」
が
ま
と
め
ら
れ
た
。「
神
戸
市
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
総
合
整
備
基
本
計
画
」
で
は
、
都
心
、
東
部
、
西
部
の

整
備
方
向
や
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
検
討
さ
れ
、
神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
、
東
部
新
都
心
計
画
、
キ
ャ
ナ
ル
タ
ウ
ン

兵
庫
、
新
長
田
駅
前
再
開
発
な
ど
地
域
ご
と
の
整
備
方
針
を
示
す
と
と
も
に
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
提
示
さ
れ
た
。

　
昭
和
五
十
五
年
頃
か
ら
は
、
街
区
の
更
新
や
建
物
の
整
備
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
面
だ
け
で
は
な
く
、「
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う

概
念
の
も
と
で
、
住
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
の
制
度
や
、
地
域
の
魅
力
を
高
め
る

「
ま
ち
づ
く
り
フ
ェ
ア
」
の
事
業
な
ど
、
ソ
フ
ト
面
の
取
組
を
支
援
す
る
動
き
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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地
区
計
画
制
度
と
ま

ち
づ
く
り
協
議
会

昭
和
五
十
五
年
の
建
築
基
準
法
及
び
都
市
計
画
法
の
改
正
に
よ
り
、
地
区
計
画
制
度
が
創
設
さ
れ
る
と
、

神
戸
市
は
五
十
六
年
に
「
地
区
計
画
及
び
ま
ち
づ
く
り
協
定
等
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
た
。
こ
の

条
例
で
は
、
住
民
が
「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
を
結
成
し
、
地
区
の
将
来
像
を
「
ま
ち
づ
く
り
提
案
」
と
し
て
策
定
し
、
特
に

必
要
な
事
項
は
「
ま
ち
づ
く
り
協
定
」
を
締
結
し
、
そ
の
内
容
を
発
展
さ
せ
て
「
地
区
計
画
」
を
策
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
神
戸
市
で
は
こ
の
条
例
に
基
づ
き
、
真
野
地
区
、
岡
本
地
区
な
ど
で
地
区
計
画
を
策
定
し
た
ほ
か
、
西
区
や
北
区
の
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
地
区
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
、
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
、
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
等
で
も
地
区
計
画
を
導
入
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
三
年
に
は
「
全
国
地
区
計
画
推
進
協
議
会
」
が
発
足
し
、
初
代
の
協
議
会
会
長
に
、
兵
庫
県
知
事
が
選
任
さ
れ

て
い
る
。

ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー

ト
都
市
宣
言

神
戸
市
は
、
昭
和
四
十
八
年
の
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
、
五
十
七
年
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
、
六
十

年
の
国
際
ス
ポ
ー
ツ
都
市
と
い
っ
た
都
市
宣
言
に
続
き
、
平
成
三
年
に
ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
都
市
宣
言
と

の
都
市
戦
略
を
打
ち
出
し
た
。
ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
と
は
、
快
適
な
都
市
環
境
の
中
で
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
選
択
し
、

自
由
時
間
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
「
複
合
機
能
的
都
市
空
間
」
と
定
義
さ
れ
、「
単
一
機
能
的
で
あ
っ
た
都
市
施
設
を
複
合
化
、

高
次
化
、
大
規
模
化
、
専
門
化
、
演
出
化
し
、
洗
練
さ
れ
た
都
市
文
化
の
中
で
時
代
の
最
先
端
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
高
規

格
、
高
品
質
な
都
市
空
間
を
創
造
す
る
」
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
た
。

　
平
成
五
年
四
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
フ
ェ
ア
神
戸
’93
と
し
て
、
住
民
・
事
業
者
・
行
政
が
連
携
し
な

が
ら
、
神
戸
市
内
各
地
に
お
い
て
「
ま
ち
づ
く
り
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
「
ま
ち
づ
く
り
フ
ェ
ア
」
は
、「
市
民
が

い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
く
な
る
都
市
づ
く
り
、
何
度
で
も
訪
れ
滞
在
し
た
く
な
る
都
市
づ
く
り
」
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
り
、
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一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
の
仕
組
み
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

七
　
市
街
地
整
備
の
進
展

　
昭
和
四
十
年
代
後
半
以
降
、
神
戸
・
阪
神
地
域
を
中
心
に
各
地
で
再
開
発
事
業
が
行
わ
れ
始
め
た
。
播
磨
地
域
で
は
姫
路
、

明
石
、
加
古
川
、
西
脇
、
但
馬
地
域
で
は
豊
岡
な
ど
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
姫
路
市
で
は
、
山
陽
本
線
の
連
続
立
体
交
差
化
事

業
に
関
連
し
て
、
貨
物
ヤ
ー
ド
跡
地
を
含
む
姫
路
駅

周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
が
こ
の
時
期
に
都
市
計
画

決
定
さ
れ
た
。

　
明
石
市
で
は
、昭
和
五
十
六
年
に
、本
町
地
区（
〇・

三
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
に
お
い
て
低
層
木
造
住
宅
か
ら
公

的
集
合
住
宅
へ
の
建
て
替
え
が
都
市
計
画
決
定
さ
れ

た
。
ま
た
、
大
規
模
遊
休
地
で
の
市
街
地
開
発
と
し

て
、
平
成
六
年
よ
り
Ｊ
Ｒ
大
久
保
駅
の
南
側
に
お
い

て
、
神
戸
製
鋼
所
大
久
保
工
場
の
跡
地
の
一
部
を
新

市
街
地
整
備
事
業
に
よ
り
区
画
整
理
し
、
住
、
遊
、

商
業
の
機
能
を
有
す
る
複
合
的
な
都
市
開
発
が
始

表36　県内の市街地再開発事業

神戸市

長田、垂水駅東、垂水駅西、新長田駅前、舞子駅前、
二葉5丁目、旭通1丁目南、雲井通6丁目、雲井通1
丁目、長田商店街1丁目東、森南町1丁目、桜口町3
丁目、新開地2丁目第2ブロック、板宿平田町2丁目、
板宿平田町2丁目西

尼崎市 出屋敷駅北、JR尼崎駅北第一、JR尼崎駅前、JR尼
崎駅北第二、立花南第二

西宮市 国鉄西宮駅南、六湛寺東
芦屋市 国鉄芦屋駅北、大原第1、大原第2
伊丹市 宮ノ前、国鉄伊丹駅前

川西市 阪急川西能勢口駅前地区第二工区、川西能勢口駅
東、小花新町

宝塚市 宝塚駅前、逆瀬川駅前、逆瀬川駅前東、湯本第1
三田市 三田駅前Aブロック
明石市 本町、東仲ノ町
加古川市 加古川駅前第二
西脇市 西脇中央
姫路市 姫路駅西、姫路駅南
豊岡市 豊岡駅前第1
（注）昭和55年〜平成6年の間に、都市計画決定された事業。
� （『兵庫県の市街地再開発事業』より作成）
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ま
っ
た
。

　
高た
か

砂さ
ご

市
で
は
、
平
成
元
年
に
旧
国
鉄
高
砂
工
場
跡
地
七
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
対
象
と

し
て
、
快
適
な
都
市
環
境
の
形
成
、
新
産
業
の
導
入
・
育
成
、
高
齢
社
会
に
備
え
た

表37　土地区画整理事業の実施状況（平成3年3月末時点）

根拠　法施行
済・中

施行者

旧都計法
土地区画整理法

計
施行済 施行中

地区数 面積
（ha） 地区数 面積

（ha） 地区数 面積
（ha） 地区数 面積

（ha）
面積比
率（％）

個人・共同 36 280.1 97 1,616.0 5 103.5 138 1,999.6 12
組合 61 2,018.0 85 1,590.6 34 805.1 180 4,413.7 27
公共団体 5 1,693.9 38 1,974.2 28 830.9 71 4,499.0 28
行政庁 4 69.2 40 3,393.0 3 701.2 47 4,163.4 26
住都公団 ─ ─ 3 247.2 5 826.0 8 1,073.2 7

計 106 4,061.2 263 8,821.0 75 3,266.7 444 16,148.9 100
� （『兵庫県の区画整理』を参照して作成）

表38　県内の土地区画整理事業

神戸
浜山、岡場、谷上、道場八多、北神戸第二第三、神戸ハーバー
ランド、田中、多井畑東、岩岡南、二ツ屋、小山、白水、前開、
日生鈴蘭台第三、山の街ニュータウン、赤羽

尼崎 北園田第二
西宮 上山口丸山、上山口丸山第二、甲東瓦木第一、東久保、名塩南
伊丹 中野、西野、荒牧 三田 西山
明石 鳥羽新田、大久保駅南 加古川 加古川駅北、一色西部、養田
高砂 神爪西部 稲美町 国岡・国北、国岡東部
西脇 高田井、野村グリーンヒル
三木 三木北部、松ヶ丘ネオポリス第一、松ヶ丘ネオポリス第二
小野 市場、小野駅周辺、黒川、小野匠台流通等
加西 横尾・古坂
加東 社北部、喜田、上滝野、南山、社工業団地

姫路 姫路駅周辺、別所、市川西、白浜東、蒲田、城陽、大塩第一、
船場川東、大井川、高浜東、高田、中島阿成、中島南

相生 東部、相生駅前、池之内北、菅原横尾
たつの 土師・南山、南山
赤穂 塩屋、御崎 豊岡 駅西戸牧、駅西高屋・正法寺
朝来 和田山駅北 篠山 篠山口駅西

（注）�昭和55年〜平成6年の間に事業計画決定された事業のうち、施行面積が10ha
以上のもの� （『兵庫県の区画整理』より作成）
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健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
都
市
づ
く
り
を
推
進
す
る
ユ
ー
・
ア
イ
・
タ
ウ
ン
構
想
が
策
定
さ
れ
た
。

　
但
馬
地
域
で
は
豊
岡
駅
前
第
一
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
、
豊
岡
市
駅
西
戸
牧
・
駅
西
高
屋
・
正
法
寺
土
地
区
画
整
理
事
業
、

和
田
山
駅
北
土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど
が
こ
の
時
期
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
。

　
丹
波
地
域
で
は
篠
山
口
駅
周
辺
整
備
計
画
の
提
案
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
平
成
五
年
に
丹
波
地
域
に
お
け
る
初
の
土
地
区
画
整

理
事
業
と
し
て
、
篠
山
口
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業
が
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
。

　
再
開
発
に
つ
い
て
は
、
市
街
地
再
開
発
事
業
以
外
に
、
昭
和
五
十
九
年
に
は
民
間
主
導
型
の
任
意
の
再
開
発
事
業
を
対
象
と

し
た
優
良
再
開
発
建
築
物
整
備
促
進
事
業
制
度
が
創
設
さ
れ
、
平
成
七
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
ま
で
に
、
神
戸
・
阪
神
地
域

で
は
一
四
地
区
延
べ
三
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
こ
の
制
度
を
活
用
し
て
再
開
発
が
進
め
ら
れ
た
。
昭
和
六
十
三
年
に
再
開
発
地
区

計
画
制
度
が
創
設
さ
れ
る
と
、
都
市
計
画
法
や
都
市
再
開
発
法
、
建
築
基
準
法
な
ど
の
弾
力
的
運
用
に
よ
っ
て
大
規
模
な
工
場

跡
地
や
鉄
道
跡
地
な
ど
の
再
開
発
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
神
戸
・
阪
神
地
域
で
も
キ
ャ
ナ
ル
タ
ウ
ン
な
ど
で

再
開
発
地
区
計
画
が
導
入
さ
れ
た
。

第
三
節
　
景
観
の
保
全
と
創
造

一
　
環
境
の
時
代
の
緑
地
、
公
園
、
景
観
政
策

　
高
度
経
済
成
長
が
一
段
落
し
、
地
方
か
ら
都
市
へ
の
過
剰
な
人
口
集
中
は
い
っ
た
ん
収
ま
り
、
都
市
部
で
は
暮
ら
し
の
質
が
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